
６/１近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3３クール日報（６月１日～６月５日）
	報告日
天気
	６月１日（土）晴れ
気温：（15～22℃）
	報告者
	滋賀県社協　吉田　拓矢
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【33】濵添（木津川市）・奥野（京都市）・神谷（大阪府）・藤井（大東市）・谷口（大阪市）・
大原（尼崎市）・前崎（加古川市）・竹内（上郡町）・河井（神戸市）・小山（王寺町）・永井（田辺市）・吉田（滋賀県）

	役割分担
	【32】運営支援（浅井）、マッチング（北尾・永井・町田）、車両マッチング（田口・新開）、Ｖ受付・資材（矢城）、現地調査（吉田・田中・本庄）、分別管理（嶋崎・田中）
【33】運営支援（吉田）、マッチング（河井・奥野・前崎）、車両マッチング（永井・藤井）、Ｖ受付・資材（谷口）、現地調査（神谷・濵添・竹内）分別管理（大原・小山）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:00本部で活動者報告受付（順次対応）
17:45 終礼・翌日準備
19:00 センター出発 
20:15 宿舎到着
21:00 近畿ブロックミーティング
22:00 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾市美術館駐車場～6月9日延長

	報告事項

	●新規受付：　4件
　現地調査：一般22件、技術0件計22件（マッチング19件、キャンセル１件、即対応２件）
●マッチング担当
・上記の状況の通り。
●現地調査担当
・七尾市社協3名、丸亀市3名、近ブロ６名　計１２名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖバス８５名、団体５４名（丹波市・宝達志水町、丸紅）、運転Ｖ４
名＝計１４３名

	今後の主な予定
	●大田集積所が閉鎖となり、6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働。受入可能日については火・水・土・日のみであり、一般の方は罹災証明等の原本書類提示が必須となり、ＶＣを利用した場合の証明については結論が出ていない。
●一方で、月～金、土（AM）はリサイクルセンターの利用が可能であり、ＶＣからの受入れに必要なＩＣカードが準備できたことと、受入れ品目等についての具体的な説明があった、
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月4日までとなっていたが、９日まで延長となり、以降、中島地区コミュニティセンターと七尾美術館駐車場、田鶴浜コミュニティセンターをほぼ１週間交替で利用するよう日程が組まれている。仮仮置場を移動しながら利用するのはこれまでと変わらないが、和倉集積所が休みになる日があるため、運用には注意が必要である。中島地区コミセンを仮仮置場として利用する期間は、周辺のニーズを重点的にマッチングし集中支援していくこととなる。
●さらに、ＮＰＯ連携会議の参画メンバーである１５団体について、仮仮置場への搬入を受入ることとなり、各団体に仮仮置場搬入許可証を発行することとなり、本日も10時頃から、数団体搬入に来られていた。

	調整課題
・所感等
	・本日より和倉集積所での取り扱いが変更することに伴う各種課題について、最終的な結論が出ないまま本番を迎えることとなった。七尾市社協としても被災者ニーズに対応するために苦肉の策を講じながら、とりあえずやってみて、都度改善を加えていく方向で進めていた。
・本日、140超のVの参加があったこと、また本日よりＮＰＯ連携会議の参画メンバーである１５団体について、仮仮置場への搬入を受入ることから、仮仮置場の廃棄物が増加している。また、和倉集積所への取り扱いが変更になっていることから、搬入搬出ともに課題となっている。
・新規ニーズは数件が続いており、現調班の体制も今後、七尾市社協とも調整しながら見直していく方向性。
・新規ニーズが少ないこともあり、6/７現調特化日については予定の調整を考えていく。



